
日頃、雨の日も、風の日も、夏の暑い日も、冬の寒い日も、通学 

路の見守りをしていただいている「見守り隊」の方々へのお礼として、 

ボランティア委員会の児童の声掛けでお礼の手紙を集めました。 

たくさん集まったお礼の手紙を、３月８日（金）に地域コーディネーター 

の橋本さんに、ボランティア委員の児童からお渡ししました。 

見守り隊のみなさま、いつもありがとうございました。 

 

 

 

 

「チーム住吉：バージョンアップ」 

校長 木下 和紀 

 

 春の日差しがきらめく４月、新１年生５６名を迎え、全校児童４２２名、難聴言語通級指導学級「きこえとことば

の教室」の児童も含め、令和６年度の府中市立住吉小学校がスタートしました。新１年生の保護者の皆様、在校生

の保護者の皆様、お子様のご入学、ご進級、おめでとうございます。 

 今年度も、学校教育目標の「学校や郷土を愛し、知・徳・体の調和のとれた『誇りのもてるふるさと府中を創り、世界に

活躍する府中っ子』を育成する」ことを目指し、「かしこく」「やさしく」「たくましく」を重点として、保護者、地域の皆様と協

力しながら「地域協働の学校」を目指していきます。引き続き保護者・地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 さて、住吉小学校では、学校教育目標の実現のためには、関係する大人が協働することが大切であることから、昨年

度「チーム住吉」を合言葉にし、「チーム住吉」という言葉にこだわって教育活動を進めてきました。「チーム住吉」は、教職

員のみならず、保護者、地域も含めて、一つのチームであることを意識し、一丸となって教育活動を進める決意です。そ

のこともあり、地域の方からは、様々な点で教育活動にご支援をいただきました。今年度は、「チーム住吉」のチーム力を

さらに高めるために、３つの重点を定めました。①「挑戦（CHALLENGE）」：前年踏襲ではなく、現時点の課題や今

後の方向性に対応する「新たなことへの挑戦」、➁「支援（SUPPORT）」：チームとし

て、お互いを認め、励まし、助け合う「寛容の心と相互の支援」、③「ちょっとしたユーモア

（A LITTLE HUMOR）」：どんな時でも、場を和ませるユーモアの心をもち、「チーム

ワークを大切にして困難の打開を図る」です。この重点を意識して、「チーム住吉」の一

体感を高め、住吉小の子供たちのために、精一杯尽力してまいります。 

 
 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

                                 

住吉小だより 
         http://www.fuchu12s.fuchu-tokyo.ed.jp/ 

電話０４２－３６１－６３１９   FAX０４２－３３４－０８７３ 

府中市立住吉小学校 
校  長 木 下 和 紀 
令 和 ６ 年 ４ 月 ８ 日 
令和６年度   1  号 


